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もとより、 その 銓衡 は、 それぞれ 専門的な 評議 機関 

を 経る ことになるの であらう が、 その 機関と はどうい 

ふ もので あるか、 われく は先づ それ を 知りたい と 思 

ふ。 なぜなら、 この 制度が 若しも いくらか は 西欧諸国 

の 例に ならった もの だと すれば、 既に 私の 知る 限り、 

フランス などで は、 今や 甚だ 香し からぬ 結果 を 示して 

ゐ るからで ある。 

なるほど、 林 首相の 「謹話」 なる もの ゝ 趣旨 を 察す 

ると、 これ は、 必ずしも、 フランスの レジ ヨン • ド- 

ヌ ウル や、 パルム • アカデミックと 類似の もので はな 

いやう であり、 寧ろ その 点で、 わが国 独特の 性質 を 帯 



そこで、 まだ なんら 具体的な 発表 を みないう ちに、 

われわれ として、 これ 以上 希望に 類す る こと を陳 ベる 

余地 はない が、 た、 V もう ひとつ、 是非、 この 機会に 当 

局の 方針 を 質したい と 思 ふの は、 林 首相の 「謹話」 中、 

日本 古来の 精神 歴史 を 特に 尊重す る やうな 意味が 含ま 

れてゐ るが、 それ は 単に、 広い 意味の 民族的 伝統と 解 

するなら 差 支ない が、 若 仮に、 過去の 文化的 遺産 乃至 

旧時 代の 社会的、 道徳的 規範 制度 風習に 従った 文 学芸 

術の 意に 取るべき だとす ると、 一方で 「進歩」 とい ふ 

言葉が 極めて 消極的と なり、 或は 全く 矛盾す る ことに 

なる が、 これ はどう かとい ふこと である。 



甚だ 愚問 だと は 思 ふが、 事、 文学 芸術に 関する 限り、 

現代 日本の 国家権力が、 或は、 日本的な ものと 鎖国 的 

封建的な ものと を 混同し、 西洋 的な もの、 影響、 又は、 

その 思想 技法 材料の 採択に よる 新 文化 運動 を、 一概に 

非 民族的な ものと して 軽視し、 若く は 無視す る 意図が 

あるので はない か、 これ を はっきり 知って おきたい と 

ヽ o 

例へば、 長唄 や 浄瑠璃 は 「日本 精神」 による 音楽で 

あり、 歌舞伎 劇 は 「新劇」 より 文化的に 高級で あり、 

裸体 を 描いた 日本人の 油絵より 西洋人が 富士山 を 描い 

た 墨絵の 方が 一 層 日本の ために なるとい ふやうな 偏見 



が あり はしない だら うか？ 

こんな こと を どうして 今 云 はなければ ならない かと 

いふと、 政治家 やお 役人のう ちに は往々 にして それに 

近い 考へを もって ゐ るか、 或は、 さう いふ 風 を 装って 

ゐる ものが、 かな リ ある こと を われ/^ は 気づいて ゐ 

るから、 万一、 今度の やうな 勲章が、 少数の 人々 に授 

けられる 場合、 さう いふ 標準で 人選が 行 はれたら、 民 

衆の 大部分 は 失望し、 或は、 創造の 何物で あるか を 見 

失 ひ、 悪く すると 因襲 的 趣味に 囚 はれて 「日本 文化」 

を 逆転させる 恐れがない と は 云へ ない ので ある。 大袈 

裟な物 云 ひ をす る わけで はない。 国家が 伝統 を 重んじ、 



忘れて ゐる ことがある らしい。 しかも、 作家 生活 十 年 

以上に 及んで、 相当 文名が あがる 頃になる と、 もう 勲 

章 を もって ゐ ない ことが 一 向 目立た なくなる の だから 

よくで きた ものである。 つまり、 当然 もって ゐる こと 

だと みんなが 思 ひ 込んで しま ふ。 

そのうちに、 たまたま、 新聞に 誰 それ は 今度 

コンマ ン ドウ ゥ ル グ ラン. ク ロア 

勲 三等に なった とか、 勲一等 を 貰った とかい ふ 所 

謂 昇叙の 報道が でる。 あ、 さう かと 思 ふだけ である。 

最近 私の 眼に ふれた の は、 たしか、 ポ オル. ブ ウル 

ジェ とい ふ 老大家が 勲 一 等に なり、 スゴン • ヴ ェヴェ 

ル 夫人と いふ 若くない 女優が 勲 一 等に なった 時が ある。 



劇評 家の エドモン • セェ がもう 勲 三等で 十数 年 前 は 未 

だ ぴぃぴ い の 新進 だ つたと 記憶す る。 これ はなる ほど 

出世の 早 さうな 温厚 篤実な 劇評 家で あつたと 私 はちよ 

つと 愉快であった。 

た y この レジ ヨン • ド • ヌ ウル は 日本の 金鵄 勲章に 

も 旭日章に も 瑞宝章に も 宝冠章に も、 更に また 文化 勲 

章に も 相当す る ものであって、 職業 を 問 はず、 官民の 

区別な く、 国家 は 平等に その 国民と しての 社会的 功績 

を 表彰す る 形式 をと つて ゐる こと は、 これ また 国民性 

の然 らしむ ると ころで あらう か。 



底本 ： 「岸 田國士 全集^」 岩波 書店 

1990 (平成 2) 年に 月 7 日 発行 

底本の 親 本 ： 「東京 朝日 新聞」 

1937 (昭和 匸) 年 2 月^、 ^日 

初出 ： 「東京 朝日 新聞」 

1937 (昭和に) 年 2 月^、 ^日 

入力 .. 

校正 ： 門 田裕志 

2 009 年！：： 月に 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



